
◇
文
化
庁
（
地
域
文
化

　

創
生
本
部
）

―
視
察
目
的

文
化
庁
の
文
化
観
光
の
考
え

に
つ
い
て

―
主
な
視
察
内
容

　

地
域
文
化
創
生
本
部
（
京

都
市
東
山
区
）
は
、
地
域
の
文

化
を
支
援
し
な
が
ら
観
光
と
連

携
、
文
化
財
等
を
資
源
と
し
て

活
用
し
、
観
光
客
か
ら
の
収
益

に
よ
り
文
化
財
を
保
存
、
伝
承

す
る
サ
イ
ク
ル
と
な
る
事
業
の

展
開
が
可
能
と
な
る
よ
う
業
務

を
行
な
っ
て
い
る
。

　

民
間
の
職
員
を
含
め
約
40
人

の
職
員
で
業
務
に
あ
た
り
、
本

庁
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
た
Ｔ
Ｖ
会
議
に
よ
る
庁
内
会

議
の
試
行
を
行
う
な
ど
移
転
に

向
け
た
業
務
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
文
化
財
の
保
護
・

活
用
に
つ
い
て
、
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ

ュ
ー
（
特
別
な
（
ユ
ニ
ー
ク
）

会
場
（
べ
ニ
ュ
ー
））
に
つ
い
て

な
ど
を
研
修
し
た
。

【
主
な
質
疑
（
一
部
抜
粋
）】

Ｑ　
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
館
内
や

施
設
外
の
規
制
に
つ
い
て
、
緩

和
で
き
る
も
の
は
な
い
の
か
。

Ａ　
オ
ラ
ン
ダ
商
館
は
史
跡
を

よ
り
良
く
理
解
す
る
た
め
に
復

元
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

目
的
以
外
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

に
規
制
が
か
か
っ
て
い
る
。

Ｑ　

技
術
の
伝
承
に
つ
い
て
、

文
化
庁
の
考
え
、
支
援
は
何
か

あ
る
の
か
。

Ａ　

文
化
財
保
護
法
で
、
文
化

財
の
保
存
技
術
（
庭
園
、
石
垣

な
ど
）
の
維
持
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
選
定
技
術
団
体
を
認
定

し
支
援
し
て
い
る
。

◇
清
水
寺
門
前
会

―
視
察
目
的

清
水
寺
と
一
体
と
な
っ
た
地

域
活
性
化
・
活
動
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

―
主
な
視
察
内
容

　

清
水
寺
門
前
会
は
、
行
政
か

ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

会
員
の
会
費
お
よ
び
清
水
寺
と

の
協
力
関
係
に
よ
り
諸
行
事
等

を
自
力
で
行
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
独
自
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
平
成
４
年
か
ら
全
国
に
先

駆
け
、
境
内
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

し
た
「
清
水
寺
の
夜
の
特
別
拝

観
（
春
、
夏
、
秋
）」
を
行
な
っ

て
い
る
。

　

平
成
20
年
３
月
に
は
京
の
都

を
警
戒
し
、
人
々
の
芳
縁
を
結

ぶ
神
と
し
て
信
仰
、
畏
怖
さ
れ

て
き
た
青
龍
を
祈
願
す
る
青
龍

会
を
結
成
し
、
清
水
寺
か
ら
門

前
町
で
の
大
郡
会
行
の
行
道
を

行
い
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
衛
消
防
隊
を
結
成

し
、
地
域
の
自
主
防
災
も
担
っ

て
い
る
。

　

今
回
は
、
門
前
会
発
足
の
経

緯
や
取
り
組
み
の
内
容
、
活
動

に
つ
い
て
な
ど
を
研
修
し
た
。

【
主
な
質
疑
（
抜
粋
）】

Ｑ　

観
光
客
が
増
加
す
る
中
、

接
客
対
応
は
大
事
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

１
９
７
０
年
代
か
ら
高
度

成
長
時
代
と
と
も
に
観
光
客
も

増
加
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

観
光
客
へ
の
接
客
は
そ
れ
ぞ

れ
の
商
店
が
工
夫
し
て
お
り
、

基
本
と
し
て
行
儀
よ
く
接
す
る

よ
う
に
と
常
々
話
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ　

外
国
人
観
光
客
が
増
加
す

る
中
、
外
国
人
に
対
応
す
る
接

待
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。

Ａ　

他
国
語
に
対
応
で
き
る
者

を
雇
用
す
る
な
ど
、
各
店
舗
に

任
せ
て
い
る
。
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　７月17日から19日にかけて文
化庁（地域文化創生本部）、清
水寺門前会などの行政視察を
行いました。
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　７月10日から12日にかけて、
広島県三原市消防本部、香川
県小豆島中央病院にて行政視
察を行いました。

【地域文化創生本部にて】

【清水寺門前会にて】

◇
広
島
県
三
原
市
消
防
本
部

―
視
察
目
的

救
急
艇
の
導
入
経
過
と
運
用

状
況
に
つ
い
て

―
主
な
視
察
内
容

　

有
人
離
島
で
あ
る
佐
木
島
、

小
佐
木
島
か
ら
の
救
急
搬
送
は
、

定
期
船
・
民
間
船
舶
に
よ
り
三

原
港
等
に
患
者
が
直
接
来
て
救

急
搬
送
し
て
い
た
が
、
そ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
平
成
14
年
度

に
救
急
艇
「
か
も
め
」
を
導
入

し
た
。

　

ま
た
、
佐
木
島
内
で
の
救
急

搬
送
は
、
地
域
住
民
の
車
で
佐

木
港
ま
で
搬
送
し
て
い
た
が
、

地
域
住
民
か
ら
搬
送
手
段
の
整

備
要
望
が
あ
り
、「
さ
ぎ
し
ま

急
患
搬
送
車
」
を
導
入
し
た
。

　

今
回
は
、
救
急
艇
の
導
入
に

至
る
ま
で
の
経
緯
や
救
急
艇
の

導
入
経
費
と
財
源
に
つ
い
て
、

救
急
艇
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
に
つ
い
て
、

運
用
上
の
問
題
・
課
題
等
に
つ

い
て
な
ど
を
研
修
し
た
。

【
主
な
質
疑
（
一
部
抜
粋
）】

Ｑ　
佐
木
島
内
に
、
医
療
機
関
、

診
療
所
な
ど
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

診
療
所
は
あ
る
が
医
師
が

常
駐
し
て
お
ら
ず
、
常
時
で
な

い
が
本
土
か
ら
通
勤
し
て
い
る
。

Ｑ　

救
急
艇
は
、
夜
間
も
出
動

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
荒
天

時
に
、
出
動
す
る
か
ど
う
か
の

最
終
的
な
判
断
は
誰
が
し
て
い

る
の
か
。

Ａ　

救
急
艇
は
、
気
象
状
態
が

悪
い
時
以
外
は
、
夜
間
も
出
動

し
て
い
る
。

　

出
動
の
最
終
判
断
は
船
長（
消

防
職
員
）
が
し
て
い
る
。

◇
香
川
県
小
豆
島
中
央
病
院

―
視
察
目
的

公
立
病
院
の
再
編
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て

―
主
な
視
察
内
容

　

過
疎
地
域
に
お
け
る
医
師
不

足
の
問
題
（
医
師
の
地
域
偏
在
、

診
療
科
偏
在
）
と
人
口
減
少
・

高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
対
応
す

る
た
め
、
ま
た
、
医
師
、
医
療

従
事
者
の
拠
点
を
集
約
化
し
、

安
心
安
全
な
医
療
提
供
体
制

を
確
保
す
る
た
め
に
、
２
公
立

病
院
（
旧
土
庄
中
央
病
院
〔
土

庄
町
１
２
６
床
〕・
旧
内
海
病

院
〔
小
豆
島
町 

１
９
６
床
〕）

を
再
編
・
統
合
し
、
小
豆
島

中
央
病
院
〔
小
豆
島
町 

13
科

２
３
４
床
〕
を
新
設
し
た
。（
※

旧
土
庄
中
央
病
院
と
旧
内
海

病
院
は
診
療
所
と
し
た
）

　

今
回
は
、
公
立
病
院
の
再
編

に
至
っ
た
経
緯
や
再
編
の
内
容

と
財
源
に
つ
い
て
、
住
民
の
理

解
を
得
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
、

経
営
状
況
に
つ
い
て
な
ど
を
研

修
し
た
。

【
主
な
質
疑
（
一
部
抜
粋
）】

Ｑ　

統
合
後
の
医
師
数
増
（
18

人
↓
25
人
）
の
要
因
は
何
か
？

Ａ　

旧
２
病
院
の
時
は
、
臨
床

研
修
医
制
度
の
影
響
に
よ
る
大

学
か
ら
の
引
き
揚
げ
で
医
師
が

減
っ
て
い
っ
た
が
、
香
川
大
学

独
自
の
医
師
確
保
の
た
め
の
寄

附
講
座
制
度
な
ど
の
効
果
よ
り

減
少
前
の
医
師
数
に
戻
っ
た
。

Ｑ　

各
自
治
体
に
あ
っ
た
旧
２

病
院
を
統
合
で
き
た
要
因
は
何

か
？

Ａ　

既
に
２
町
間
で
、
ご
み
・

消
防
な
ど
の
広
域
行
政
が
で
き

て
い
た
こ
と
、
統
合
し
た
場
合

の
県
（
国
）
の
基
金
か
ら
の
財

源
の
確
保
（
約
27
億
円
）、
新

病
院
の
建
設
場
所
（
２
町
の
中

間
地
点
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

公
立
病
院
の
将
来
を
見
据
え
実

現
に
至
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

【三原市消防本部にて】

【小豆島中央病院にて】
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